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２ めざす学校像、子ども像、教師像（中期目標）

★めざす学校像 ・生徒一人ひとりの違いを認め合い、お互いが尊重し合う学校

・楽しく学び、確かな学力が身につく学校

・学習環境が整った美しい学校

・学校・家庭・地域が連携し教育力の向上をめざす学校

★めざす子ども像 ・互いの良さや違いを認める人

・自分で考え意見を出す人

・失敗を恐れず行動する人

★めざす教師像 ・課題を明確に把握し、常に情熱と使命感をもち、職務を遂行する教師

・豊かな人間性と社会性をもつ教師

・危機管理意識の高い教師

・互いに協力し、高め合う、指導の方向性が一致した、温かみあふれる教師集団

１ 学校経営方針

昨年度末の総括会議では、PDCAサイクルや目標に対する振り返りを意識した資料が提示されており、そ
の内容から、それぞれの分掌部会が思いを込めて取り組みを進め、一定の協力体制や成果があったように感

じられる。しかし、下記「子どもたちの実態」のような現状からは、それぞれの取組みが十分深められてい

なかったり、教員によって温度差があったり、学校全体の組織的なものになっていなかったりする実情があ

ったのではないかと思われる。これらの課題をふまえ、学校教育目標「夢に向かって自ら学び、何事にも前

向きに取り組む生徒」の育成をめざし、昨年度まで取り組んできたことを基盤とする、あるいはそれぞれの

取り組みの意義を明確にして結び付け、それを学校全体で共有し、改めて組織的に取り組むことで、各取組

みを＜生徒にとって意味のあるものにする＞必要がある。また、これまで成果が見えにくかったためか、学

校の教育活動の中心である学力向上や授業改善についての方向性が、協同学習から非認知能力の育成に舵を

切り、さまざまな取組みの意義が薄れそうな懸念が生じている。本校生徒の学習意欲・学力向上、ひいては

自己肯定感の向上は大きな課題であり、これまでの授業改善と同じ方向で継続することが、結果として今年

度重点をおいて取り組みたいと考えている非認知能力の育成につながることについて担当者との共通理解を

図り、学校全体を方向付ける必要がある。

他方、生徒指導提要をふまえた生徒指導に関する理解を深めることや、学習指導要領をふまえたキャリア

教育の充実及びカリキュラムマネジメント、ICTの効果的な活用、併せて支援教育等の充実も図る必要があ
るが、これらも教員の負担感につながらないよう、既存の取り組みを工夫・充実させることで、上記授業改

善、学習意欲・学力向上に向かって結びつくようにしなければならない。そのために、担当教員とのコミュ

ニケーションを密にして指導助言するとともに、研修や先進校からの学びも参考に、教員の気づきや新たな

アイデアの発想を促す。PTAの活動や今年度から本格的に始まる学校運営協議会の協力を得て、FUD（補
充学習）やクラブ活動等をはじめとして活動のイメージを具体化し、教員が実感できる形で業務改善を進め

ながら、「魅力ある学校」かつ「地域とともにある学校」づくりを進める。



３ 学校の現状（よさと課題）

（１）子どもたちの実態

令和４年度末の生徒アンケートには、学校に関して楽しいと感じているかを問うものが４項

目ある。それらの肯定的回答は、「学校に行くのは楽しい」81.0%、「自分の学級は楽しい」

90.0%、「西フェスなどの学校行事は楽しい」83.3%、「給食の時間は楽しい」78.6%であった。

また、「みんなのために役立つことを心がけている」の肯定的回答は 79.6%であり、人のため

に何かをしたり、人と一緒に何かをしたりすることを肯定的に受け止め、概ね学校生活を楽し

んでいる様子がうかがえる。このことから、昨年度の「つながり かかわり」を重視したさま

ざまな取組みが一定の成果をあげていると考えられる。

一方、同アンケート「『自分がだめな人間だ』と思うことがある」60.3%、「夢や目標をもっ

て学習に取り組んでいる」69.0%、「学校の授業以外に、１日あたりどれくらいの時間勉強をし

ますか」の 30 分未満 38.9%に見られるように、自己肯定感が低く、学校・家庭にかかわら

ず、学ぶことに対する価値づけが弱い現状がうかがえる。また、「携帯電話をよく使う」91.0%

のように、家庭でのルールや規則正しい生活等の意識にも課題があることが懸念される。

昨年度の大阪府チャレンジテストにおける授業者の分析からは、「記述式の無解答率が高

い」「自分の考えを書いて表現することが苦手」等、違う学年・教科でも同じような結果の把

握が見られた。生徒の上記のような意識は、学力調査においても挑戦する意欲にも影響してい

ると考えられる。

（２）子どもたちを取り巻く環境

①教育環境

今年度在籍する生徒のうち、校内資料で問題行動があり気にかけておくべきとして挙げられ

た生徒数は、３学年で 108 名であった。携帯電話の使用頻度の高さ（よく使う 91.0%）や、

通塾率の低さ（まったく通っていない 43.3%）、就学援助率 20％程度等の様子からも、経済

的に厳しい家庭や、教育への関心が弱い家庭等、取り巻く環境が厳しい状態にあったり、精神

的に不安定になってしまったりする要因がある家庭が少なくないと考えられる。

②地域

昨年度立ち上げた学校運営協議会を、今年度どのように活用するかが課題であるが、各自治

会長等は地域の学校に対して協力的である。

③組織（教職員、PTA、保護者）

教職員は一定の協力体制ができており、組織的に物事を進める雰囲気がある。また、保護者

と連携することに労を惜しまない姿勢も見られる。保護者も PTA 活動に協力的であり、ボラン

ティアとして活動している人数も数十名いる。



４ 今年度の達成目標、具体的な方策

目標設定区分１ 『学校経営』

Ａ 今年度の成果目標 達成基準（各種調査、アンケート等）

既存の取組みを工夫・充実させ、特色ある取

組みとして価値づけし、魅力ある学校づくり

を推進する。

保護者アンケート「学校は特色ある教育活動に取り組んで

いる」の肯定的回答 現状：69.0％ 目標：75％
生徒アンケート「この学校には、他の学校にない特色があ

る」の肯定的回答 現状：69.3％ 目標：75％

Ｂ 目標実現に向けた取組み

項目 達成基準 具体的な方策

生徒アンケート「夢や目

標をもって学習に取り組

んでいる」の最肯定回答

現状：29.6％
※肯定的：69.0％
目標：40％

昨年度まで２年間取り組んできた協同学習の理念や手法に

対する理解を深めるとともに、「めあて」の立て方に焦点化

した研究を進め、学習活動を通じて学習意欲・学力と非認

知能力を向上させる。

教職員アンケート「『夢

ノート』の意義を理解し

て、活用を促しています

か」の最肯定回答

現状：29.1％
※肯定的：74.4％
目標：50％

キャリア教育と「夢ノート」を結び付け、「夢ノート」を活

用する意義を生徒と共有し、その価値を高めることで、生

徒が将来を見据え、自分の現状を客観視し、見通しをもっ

て日々の生活を送れるよう支援する。

目標設定区分２ 『学校組織の運営』

Ａ 今年度の成果目標 達成基準（各種調査、アンケート等）

本校生徒の大きな課題である学習意欲・学力

とともに、非認知能力を向上させることを全

体の目標として、各部会が取組みの意義を結

び付けて提案し、推進する。

教職員アンケート「学校運営の状況や課題を全教職員の間

で共有し、学校として組織的に取り組んでいますか」の最

肯定回答 現状：38.9％ ※肯定的：93.9％ 目標：50％

Ｂ 目標実現に向けた取組み

項目 達成基準 具体的な方策

教職員アンケート➀「指

導者として授業をコーデ

ィネートし、生徒の発言

からゴールに導くことが

できていますか」と、②

「授業において児童生徒

自ら学級やグループで課

題を設定し、その解決に

向けて話し合い、まと

め、表現するなどの学習

活動を取り入れていまし

たか」の肯定的回答

➀現状：87.1％

②現状：67.8％

➀－②＝19.3％

目標：

➀－②＝15％

➀と②を比較すると、②からは生徒にゆだねる場面があま

りない授業をしている教員が 32.3%いるが、➀ではほとん
どの教員が、自分は「授業をコーディネート」していると

認識している。

➀については、一問一答でも同様の場面を思い描く可能性

があるため、面談や授業観察を通して、学習指導要領で求

められている授業づくりが正しく認識されているか実態を

確認する必要がある。また、②のような場面を授業の中で

つくるには、単元を見通した計画を生徒と共有することが

不可欠であるが現状ではあまりできていないため、協同学

習の理念や手法を取り入れるとともに、単元計画の作成と

めあて・振り返りの質の向上を意識した取組みを組織的に



の差 進めるよう、担当教員を中心に指導・助言し、全体の取組

みを推進する。

教職員アンケート「学校

の目標や重点課題に向け

た取組みに積極的に参画

している」の最肯定回答

現状：60％

目標：70％

評価・育成システムを活用し、面談等を通じて一人ひとり

の教員の、学校の取組みに対する理解を図り、参画する意

識を向上させる。

目標設定区分３ 『人の管理・育成』

Ａ 今年度の成果目標 達成基準（各種調査、アンケート等）

それぞれのキャリアステージに応じて、一人

ひとりの教員がさまざまな取組みを批判的・

客観的に見て、課題を把握し改善案を生み出

す力を育成するとともに、現在リーダーとな

っている教員から、次を担う教員への OJTを
意識して取組みを進め、次のリーダーを育成

する。

教職員アンケート「生徒の姿や地域の現状等に関する調査

や各種データに基づき、教育課程を編成し、実施し、評価

して改善を図る一連の PDCAサイクルを確立しています
か」の最肯定回答

現状：38.9％ ※肯定的：87.1％ 目標：43％

Ｂ 目標実現に向けた取組み

項目 達成基準 具体的な方策

教職員アンケート「悩ん

だり困ったりしたときに

相談できる同僚（管理職

も含む）がいる」の再肯

定回答

現状：45％

※肯定的：70％

目標：55％

教頭をはじめ、主任や部長等、学校運営の中心となってい

る教員が相談しやすい雰囲気や早い対応を心がけ、各教員

の様子についての情報共有が日常的にできるようにし、必

要に応じて声かけをする。

教職員アンケート「職員

会議や部会などの会議で

は積極的に発言してい

る」の最肯定回答

現状：55％

※肯定的：85％

目標：65％

必要に応じて、どの教員も自分の意見を言えるよう、日常

的に教員とのコミュニケーションを図りながら、学校経

営・運営上の課題意識を共有しておく。また、発言内容を

価値づけして全体に返すことで、建設的な意見を伝え合う

雰囲気を醸成する。

目標設定区分４ 『地域連携と渉外』

Ａ 今年度の成果目標 達成基準（各種調査、アンケート等）

教員の負担軽減のため、PTAや学校運営協議
会を積極的に活用することで、学校の教育活

動に対し、地域の理解や協力を得るととも

に、教員が地域とつながるしくみを確立す

る。また、多くの大人がかかわり、さまざま

なモデルを見せたり、肯定的な声かけを得る

ことで、生徒の自己肯定感の向上や夢や目標

をもつことにつなげる。

・新規アンケート

・学校運営協議会の振り返り（年度末）

・PTA実行委員会の振り返り（年度末）



Ｂ 目標実現に向けた取組み

項目 達成基準 具体的な方策

教職員アンケート「授業

や活動が、生徒の将来に

繋がると生徒が感じるよ

うに取り組んでいます

か」の最肯定回答

現状：42.0％

※肯定的：96.7％

目標：50％

授業での活動やその他の教育活動それぞれの意義を明確に

し、なぜそれをするのか、また、それをする価値を教員が

意識して生徒にも伝えるよう、折に触れて指導する。

生徒アンケート「自分に

はよいところがあると思

いますか」の肯定的回答

現状：72.0％

目標：80％

上記、「生徒の実態」欄に記載のとおり、「『自分がだめな人

間だ』と思うことがある」と回答した生徒は 60％いる。ま

た、本項目では、３割弱の生徒が自分の長所について否定

的な感覚をもっている。学校を開き、さまざまな大人が生

徒に関わる機会を増やすことで、教員にはできないエンパ

ワメント効果を得ることをめざす。

生徒アンケート「将来の

夢や目標をもっています

か」の肯定的回答

現状：65.9％

目標：70％

さまざまな大人に触れ、生き方のモデルを増やすことで、

生徒の夢や目標の醸成につなげる。


